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　同質財を生産している２企業  を考える。企業  は限界費用  で当該財を生産する技術を有し
ており，次式で表される線形の逆需要関数に直面している。









式（1）は各価格水準  に対応した企業  の最適生産量の軌跡を表しており，企業  の池間カーブに対応し




















が需要曲線とともに描かれている。式（1）が示すように，企業  の池間カーブ  は限界費用を切片と
して傾き  の直線で示されている。一方，式（2）で表されるように，価格水準が企業２の限界費用より
も高くなると，産業全体の池間カーブ  は価格水準の変化に対して２企業分の生産量の変化がある
ため，傾きが  となっている。図１の左図が示すように，企業２の限界費用の価格水準  では企業
１の池間カーブと産業全体の池間カーブは交わり，この交点を起点として傾きが緩やかになっている。
　前述のように，均衡は需要曲線と産業全体の池間カーブが交差する点  であり，均衡価格水準  に対



























































は均衡価格水準が  であり，各企業の均衡生産量は  で表される。一方，企業１が戦略的な経営権委
































































　Nielsen et al. （2003）やNielsen et al.（2008）のモデルに従い，次のような２国モデルに議論を拡張しよう。
国  と国  が存在しており，法人税率  は国  のほうが高い  とし，多国籍企業の上流企業













る。第二に，  の右辺から見えるように，国  の法人税率のほうが高い場合は，移転価格の設定が戦略的な経営権委任と
は逆の方向に働くため，戦略的な経営権委任の分析を行うには不向きだからである。
９　この定式化によって前節との比較を可能にしている。別の解釈として，多国籍企業が限界費用  で国  で最終財を生産し，












である。一方，国  の税率が国  の税率よりも高くなるにつれて，  は小さい値をとる。これは国家間の
利潤移転をより効率的にするために企業内貿易量を増やす動機があり，税率の差が大きくなるにつれてこ
の効果が大きくなることを反映しているためである。
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Input pricing under strategic delegation: Application of Cournot-Ikema curve
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Abstract
　Once a fi rm is vertically integrated, it is well-known that such a fi rm has an incentive to delegate quantity decision 
to its downstream affiliate to increase its total profits by manipulating its input price. This kind of analysis has 
been analytically done but this note applies Ikema’s diagrammatic demonstration to the model with a vertically 
integrated fi rm to show how to derive the market equilibrium in “quantity-price” plane diagrammatically. First, we 
derive the locus that fi rms’ optimal supplies at any price level, which is called “Cournot-Ikema curve” and derive 
the equilibrium point which is identifi ed with the intersection of a demand curve and the Cournot-Ikema curve. This 
paper fi nds that strategic delegation rotates the curve clockwise with a fi xed point at a price level equal to marginal 
cost. Finally, our model is extended to the case that a multinational enterprise manipulates transfer price, and shows 
that such a tax motivated transfer price further rotates the curve.
